
東京都が発行している普及啓発のパンフレット・冊子等の活用・広報について 

 

 支援拠点機関の、東京都心身障害者福祉センターでは、高次脳機能障害の普及啓発として、以下の冊子やリー

フレットを発行し、普及啓発に活用している。 

① 冊子「高次脳機能障害者地域支援ハンドブック（改訂第六版）」 

② 冊子「高次脳機能障害の理解と支援の充実をめざして 2025年版」 

③ リーフレット「高次脳機能障害の理解のために」 

④ リーフレット「もしかしたらお子さんは高次脳機能障害かもしれません」 

⑤ リーフレット「高次脳機能障害のある方のための災害時初動行動マニュアル」 

⑥ ポスター「高次脳機能障害普及啓発」 

配布先は、作成物によって異なるが、行政（障害福祉課、保健所、保健センター、子ども家庭支援センター等）、

リハビリテーションの充実事業医療機関、区市町村高次脳機能障害者支援促進事業実施事業所、等となっている。 

 令和６年１２月の支援員連絡会開催に伴う、出欠入力の際に、上記冊子等の活用について調査した。（複数回答

あり） 

※調査時点では「高次脳機能障害の理解と支援の充実をめざして」は 2022 年版となっている。2025 年版は

令和 7年 3月に発行している。 

結果は以下のとおりである。（都内の 53市区町村（島しょ部を除く）） 

※「活用しているものはない５」のうち、圏域発行の冊子を活用が２、自地域から発行のリーフレットを活用が

１ 今後活用していきたいが１となっている。 

 

〇23区、26市、4町村の集計は以下となっている。 

 

 

 

 

使用してい

る自治体数

23区での

割合

使用してい

る自治体数

26市での

割合

使用してい

る自治体数

4市での

割合

14 60.9% 14 53.8% 2 50.0%

16 69.6% 10 35.5% 1 25.0%

14 60.9% 13 50.0%

10 43.5% 7 26.9%

10 43.5% 4 15.4%

6 26.1% 4 15.4%

1 4.3% 3 11.5% 1 25.0%

26市 4町村

ポスター​「高次脳機能障害普及啓発」

リーフレット​「高次脳機能障害のある方のための​災害時初動行動マニュアル」

活用しているものはない

23区
冊子、リーフレット

冊子​「高次脳機能障害者地域支援ハンドブック（改訂第六版）」

冊子​「高次脳機能障害の理解と支援の充実をめざして2022年版」

リーフレット​「高次脳機能障害の理解のために」

リーフレット​「もしかしたらお子さんは​高次脳機能障害かもしれません」

資料５ 



□23 区と 26 市の集計も行った結果、23 区のほうが「ハンドブック」「充実をめざして」「理解のために」が

60％を超えており、活用されていることがわかったが、全体を通してと 23 区と 26 市とでは大きな差は無

かった。 

 

□活用方法は 

「ハンドブック」：職員の学習用（知識向上のため）、ケースワーク、相談の際の資料 

「充実をめざして」：相談対応時（紹介を含む）、職員が連携する支援機関を探すとき使用、相談の際に症状等へ

の説明に活用 

「理解のために」:窓口で配布、地域のイベントや御別相談時に活用、当事者や家族に障害の説明時に活用と配布

となっていた。 

 

□この結果から「ハンドブック」「充実をめざして」「理解のために」が活用されていることがわかった。 

 令和 7年 3月に発行した支援と充実をめざして 2025年版を、地域で開催される関係機関連絡会、圏域連絡

会等で配布し、東京都の高次脳機能障害の支援普及事業等の説明含め、冊子活用を広報していく予定である。 

 

 

■圏域や、各地域でリーフレットも作成されている現状もある。支援拠点機関として発行しているもので

多く活用されている冊子やリーフレットでも、53市区町村の半数の地域となっている。ホームページで

も上記冊子、リーフレットは掲載しているが、普及啓発として活用していただくために配布先や、広報の

方法等について、皆様よりご助言をいただきたい。 

 

ポスター 

小児リーフレット 

地域支援ハンドブック 

災害時初動行動マニュアル 

理解と支援の充実をめざして 

理解のために  パンフレット 


